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 要 旨   
背景： エタノールの摂取は睡眠に多大な影響を与える。しかし、エタノールによる睡眠

促進に関与している細胞基質は分かっていない。プリンヌクレオチドであるアデノシンは

エタノールに対する神経細胞的、行動的な応答の多くに関わっている。培養細胞での研究

は、エタノールは受動拡散型ヌクレオシド輸送体 1 を阻害してアデノシンの細胞への再取

り込みを阻止し、その結果、細胞外アデノシン濃度が増加することを示した。アデノシン

は睡眠調節で中心的な役割を果たしている。アデノシンは A1 受容体を介して作用し、前脳

基底核の覚醒促進神経を阻害して睡眠が惹起される。エタノールによる睡眠には前脳基底

核の覚醒促進神経の阻害が関与しているのか？前脳基底核でアデノシン作動性機序がエタ

ノールの睡眠促進効果で役割を果たしているのか？本研究では、これらの疑問について検

討した。 
方法： Sprague-Dawley ラットを用い、3 つの実験を行った。（1）エタノールの睡眠促進

効果について確認した。（2）前脳基底核覚醒促進神経の c-Fos 発現（神経細胞の活性化マー

カー）を測定した。（3）エタノール誘導性睡眠に対する前脳基底核での A1 受容体遮断薬の

効果を測定した。 
結果： ラットへエタノール（3 g/kg、経口強制投与）処置後 12 時間の間、覚醒状態の低

下を伴って non-REM 睡眠の有意な増加が見られた。REM 睡眠に変化はなかった。エタノ

ールの投与は前脳基底核覚醒促進神経での c-Fos 発現神経細胞数を減少させた。選択的 A1
受容体拮抗薬 DPCPX の前脳基底核への投与で、エタノールの睡眠促進効果は抑制された。

結論： 本研究はエタノールによる睡眠誘発効果の細胞機序について検討した初めてのも

のである。前脳基底核覚醒促進神経のアデノシン作動性機序による阻害がエタノールによ

る睡眠促進効果の原因となっていると考えられる。 

 




